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第
一
章

自

第
一
節

区
域
・
位
置
・
面
積

愛
媛
県
の
地
図
を
見
る
と
、
東
の
川
之
江
市
か
ら
南
宇
和
郡
の
宿

毛
湾
ま
で
、
ひ
じ
ょ
う
に
海
岸
線
の
長
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。
そ
れ

は
ち
ょ
う
ど
扇
を
開
い
た
形
で
、
そ
の
扇
の
か
な
め
の
部
分
が
、
わ

が
上
浮
穴
郡
に
あ
た
る
。

上
浮
穴
郡
は
四
国
山
脈
の
西
部
で
延
々
六
〇
㌔
に
わ
た
っ
て
高
知

県
と
境
を
接
す
る
、
県
下
で
た
だ
一
つ
の
海
を
持
た
な
い
山
郡
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
山
は
高
く
谷
は
深
く
刻
ま
れ
、
集
落
は
そ
の
谷
川

然

に
沿
う
わ
ず
か
な
平
地
と
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
傾
斜
す
る
山
腹
に
位

置
し
て
い
る
。

行
政
的
に
久
万
町
・
小
田
町
・
面
河
村
・
美
川
村
・
柳
谷
村
の
二

第1章 自

町
三
村
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
伊
予
灘
に
流
れ
る
肱
川

と
、
土
佐
湾
に
流
れ
る
仁
淀
川
の
二
つ
の
川
の
上
流
域
に
分
れ
る
。

小
田
町
を
流
れ
る
小
田
川
は
大
洲
を
経
て
肱
川
と
な
り
、
石
鎚
山
の

高
麗
に
発
す
る
両
河
川
は
多
く
の
支
流
を
合
せ
な
が
ら
面
河
村
か
ら

美
川
村
を
流
れ
、
久
万
川
を
合
せ
て
流
れ
下
っ
て
、
柳
谷
村
を
す
ぎ

高
知
県
に
入
っ
て
仁
淀
川
と
名
を
か
え
る
。

澄
み
き
っ
た
面
河
川
が
貫
流
す
る
美
川
村
は
上
浮
穴
郡
の
東
部
に

位
置
し
、
北
の
面
河
村
、
南
の
柳
谷
村
と
と
も
に
村
の
東
側
を
高
知

県
と
境
し
て
お
り
、
西
は
久
万
町
、
南
西
に
わ
ず
か
に
小
田
町
と
境

を
接
す
る
外
は
、
愛
媛
県
内
の
他
郡
と
境
を
持
た
な
い
。

村
の
位
置
を
正
確
に
経
度
・
緯
度
で
示
せ
ば
、

東
端

東
経
一
三
三
度
二
分
四
六
秒

高
知
県
境
、
ヨ
ラ
キ
レ
の

東

西
端

東
経
一
三
二
度
五
六
分
〇
八
秒

小
田
町
境
、
狼
城
山
西

レ
し

南
端

北
緯
三
三
度
三
三
分
一
二
秒

柳
谷
村
境
、
栄
重
の
南

北
端

北
緯
三
三
度
九
分
二
一
秒

面
河
村
境
、
横
山
の
北

ま
た
、
役
場
は
東
経
一
三
二
度
五
八
分
五
九
秒
、
北
緯
三
三
度
三

六
分
四
〇
秒
で
、
ほ
ぼ
村
の
中
央
に
位
置
し
、
国
道
三
三
号
線
と
県

道
西
条
̃
久
万
線
の
分
岐
点
で
あ
り
、
両
河
川
と
久
万
川
の
合
流
す

る
地
点
で
も
あ
る
。
景
勝
面
河
漢
へ
の
入
口
に
ふ
さ
わ
し
い
石
灰
岩

の
御
三
戸
嶽
が
役
場
の
対
岸
に
清
流
を
め
ぐ
ら
せ
て
吃
立
し
、
松
の
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緑
、
秋
の
紅
葉
と
四
時
の
眺
め
が
美
し
い
。

村
の
東
西
約
一
五
㌔
、
南
北
約
一
二
㌔
、
面
積
一
三
五
・
〇
二
平

方
㌔
を
占
め
る
山
村
で
あ
る
。

第
二
節

地

勢
・
地

質

四
国
山
脈
は
四
国
の
島
の
中
央
を
東
西
に
貫
い
て
い
て
、
一
八
〇

〇
㍍
を
越
す
高
山
が
、
所
々
に
聾
え
て
い
る
。
中
で
も
徳
島
県
の
剣

山
(
一
九
五
五
㍍
)
と
愛
媛
県
の
石
鎚
山
(
一
九
八
二
㍍
)
は
東
西

の
雄
で
、
石
鎚
山
は
関
西
一
の
高
山
で
あ
る
。
大
き
な
川
は
縦
谷
と

な
っ
て
山
脈
に
平
行
し
て
東
西
に
流
れ
、
あ
る
い
は
山
脈
を
南
北
に

横
切
っ
て
横
谷
を
作
り
、
急
流
飛
濠
を
な
し
て
流
れ
て
い
る
。

そ
の
四
国
山
脈
は
石
鎚
山
か
ら
西
と
南
西
に
主
脈
を
分
け
て
走

る
。
上
浮
穴
郡
は
こ
の
二
つ
の
主
脈
の
間
に
挟
ま
れ
た
平
均
七
〇

〇
̃
八
〇
〇
㍍
の
山
地
で
あ
る
。
西
に
向
う
も
の
は
三
坂
峠
か
ら
中

山
へ
の
方
向
を
と
り
、
し
だ
い
に
低
山
性
と
な
っ
て
佐
田
岬
半
島
に

終
る
。
南
西
に
向
う
も
の
は
愛
媛
・
高
知
の
県
境
か
ら
上
浮
穴
郡
南

部
に
一
五
〇
〇
㍍
を
越
え
る
高
峻
な
い
く
つ
か
の
山
を
連
ね
て
、
東

宇
和
郡
に
つ
づ
い
て
い
る
。

美
川
村
は
高
知
県
境
の
山
脈
か
ら
西
に
支
脈
を
の
は
し
た
三
光
ノ
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連
山
(
一
二
一
五
・
八
㍍
)
か
ら
四
辻
ノ
森
(
一
二
〇
一
・
五
㍍
)

の
稜
線
で
北
の
面
河
村
と
境
し
、
束
を
高
知
県
と
山
脈
で
境
し
て
い

る
。
こ
の
山
脈
中
で
中
津
山
(
一
五
四
〇
・
五
㍍
)

は
明
神
山
と
も

呼
ば
れ
て
最
も
高
い
。
こ
の
山
の
西
の
山
裾
を
北
か
ら
南
へ
両
河
川

が
流
れ
て
い
る
が
、
こ
の
河
谷
を
距
て
て
西
南
に
大
川
嶺
(
一
五
二

五
・
五
㍍
)
が
聾
え
て
お
り
、
こ
の
二
山
を
結
ぶ
線
が
美
川
村
と
南

に
隣
る
柳
谷
村
と
の
村
境
と
な
っ
て
い
る
。
大
川
嶺
の
南
に
は
笠
取

山
(
一
五
六
二
・
四
㍍
)

か
ら
雨
霧
山
(
二
一
四
五
・
八
㍍
)
、
つ
づ

い
て
小
田
深
山
、
大
野
ケ
原
な
ど
上
浮
穴
郡
南
部
の
高
山
地
帯
を
形

成
し
て
い
る
。

大
川
嶺
か
ら
西
の
狼
ケ
城
山
(
一
三
八
一
・
五
㍍
)
を
結
ぶ
線
が

美
川
村
と
小
田
町
と
の
境
界
と
な
り
、
そ
の
稜
線
づ
た
い
に
久
万
町

と
の
境
が
北
に
の
び
、
や
が
て
久
万
川
を
渡
り
、
な
お
北
か
ら
伸
び

然

た
稜
線
づ
た
い
に
久
万
町
と
境
い
せ
ら
れ
、
こ
れ
は
や
が
て
東
北
に

方
向
を
と
っ
て
四
辻
ノ
森
か
ら
の
び
た
面
河
村
と
の
境
に
連
な
る
。

美
川
村
は
そ
の
よ
う
に
北
と
束
と
南
を
一
二
〇
〇
㍍
を
越
え
る
山

第1寧 日

脈
に
ふ
ち
ど
ら
れ
、
西
の
久
万
町
と
の
境
は
七
〇
〇
̃
八
〇
〇
㍍
の

稜
線
と
な
っ
て
い
る
。
美
川
村
の
だ
い
た
い
八
〇
〇
㍍
以
下
の
山
地

は
両
河
川
の
主
流
と
支
流
が
縦
横
に
刻
ん
で
流
れ
て
い
る
。
久
万
川

の
主
な
支
流
と
し
て
は
有
枝
川
・
大
川
が
あ
り
、
両
河
川
に
は
東

川
・
直
瀬
川
・
久
万
川
・
黒
藤
川
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の

支
流
は
各
所
で
名
も
な
い
多
く
の
支
流
を
合
せ
、
屈
曲
し
て
流
れ
去

り
、
わ
ず
か
な
平
地
が
あ
れ
ば
集
落
と
水
田
を
作
り
、
傾
斜
地
は
畑
・

山
畑
と
し
、
山
地
は
線
一
色
の
見
事
な
植
林
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

美
川
村
の
地
質
は
西
南
日
本
を
縦
断
す
る
中
央
構
造
線
が
北
四
国

を
東
西
に
走
る
南
側
(
西
南
日
本
外
帯
)

に
あ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

時
代
の
地
層
が
帯
状
に
な
ら
び
、
あ
る
い
は
交
錯
し
て
、
日
本
で
も

め
ず
ら
し
い
地
質
の
見
本
の
よ
う
な
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る

が
、
大
川
嶺
の
峯
つ
づ
き
の
地
芳
峠
(
一
〇
八
四
㍍
)

で
約
二
億
年

の
昔
、
古
生
代
の
海
に
す
ん
で
い
た
ボ
ウ
マ
イ
虫
の
化
石
が
と
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
当
時
は
海
の
底
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
其

の
後
の
火
山
活
動
に
よ
る
地
殻
の
変
動
で
一
億
年
以
上
も
前
に
陸
地

に
な
り
、
さ
ら
に
た
び
重
な
る
地
殻
の
変
動
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

地
層
が
い
り
く
ん
で
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
秩
父
古
生
層
に
属
し
、

結
晶
片
岩
類
の
上
に
四
千
万
年
前
の
久
万
層
群
、
千
数
百
万
年
前
火

山
か
ら
ふ
き
だ
し
た
石
鎚
層
群
と
い
う
火
山
の
噴
出
物
に
よ
る
地
層

か
ら
で
き
て
い
る
。
両
河
川
や
久
万
川
の
流
域
は
三
回
の
間
氷
期
に

氷
河
に
け
ず
ら
れ
て
、
大
体
三
段
の
段
丘
か
ら
で
き
て
お
り
、
集
落
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も
こ
の
段
丘
の
上
に
あ
り
田
畑
と
し
て
耕
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
仕
出
ケ
岳
洞
や
黒
岩
洞
が
で
き
た
の
も
氷
河
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
御
三
戸
嶽
の
よ
う
な
結
晶
片
岩
と
石
灰
岩
の

断
層
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
る
。

土
壌
は
主
と
し
て
壌
土
お
よ
び
砂
壌
土
で
あ
る
が
、
結
晶
片
岩
類

は
風
化
し
や
す
く
、
山
く
ず
れ
が
多
く
、
国
道
で
も
仁
淀
川
沿
い
で

は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
所
が
多
い
。

岩
屋
山
を
中
心
と
し
て
久
万
層
群
に
属
す
る
礫
岩
帯
が
あ
り
、

か
つ
て
石
鎚
山
が
火
山
活
動
を
し
て
い
た
頃
〔
火
口
か
ら
流
れ
て
き

た
熔
岩
と
、
火
口
か
ら
ふ
き
と
は
さ
れ
た
石
こ
ろ
が
集
ま
っ
て
で
き

た
集
塊
岩
の
層
が
何
回
か
重
な
り
あ
っ
て
美
観
を
呈
し
て
い
る
。
ま

た
大
川
嶺
の
よ
う
な
火
山
岩
の
山
で
は
、
頂
上
付
近
は
比
較
的
な
だ

ら
か
で
、
カ
ル
ス
ト
地
形
を
な
し
て
い
る
が
、
お
ん
じ
と
よ
ば
れ
る

土
で
植
物
の
生
育
は
悪
く
地
す
べ
り
に
似
た
現
象
を
お
こ
す
。
杉
の

植
林
や
草
地
を
利
用
し
て
の
牧
牛
、
冬
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
の
利
用

な
ど
産
業
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
活
用
に
つ
と
め
て
い
る
。

第
三
節

気

候

上
浮
穴
郡
は
四
国
山
脈
の
中
に
位
置
す
る
た
め
に
高
知
の
よ
う
な

松山・美川・高知の気温と降水量

注,美川は昭和30・46の2年間の平均(参考)

南
海
型
の
高
温
多
雨
な
気
候

も
、
こ
こ
ま
で
は
達
せ
ず
、

ま
た
温
暖
寡
雨
の
瀬
戸
内
式

気
候
に
も
遠
い
。
上
浮
穴
郡

の
中
で
も
美
川
村
は
久
万
町

や
面
河
村
か
ら
見
る
と
か
な

り
冬
期
の
気
温
が
高
く
、
同

じ
美
川
村
で
も
黒
藤
川
方
面

は
東
川
・
七
鳥
・
有
枝
・
大

川
な
ど
に
比
し
て
い
く
ら
か

気
温
が
高
い
。

夏
は
お
お
む
ね
冷
涼
多

雨
、
冬
は
寒
気
き
び
し
く
積

雪
が
多
い
。
年
平
均
気
温
一

四
度
C
く
ら
い
、
一
〇
月
二

〇
日
に
初
霜
を
見
、
五
月
五

日
に
晩
霜
を
見
る
と
い
う
内

陸
高
冷
地
型
の
特
色
を
も

つ
。
標
高
差
に
よ
る
気
温
の
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逓
減
の
ほ
か
、
年
較
差
・
日
較
差
が
大
き
い
こ
と
、
雨
と
雪
の
多
い

こ
と
、
日
照
時
間
の
短
い
こ
と
、
霧
が
深
い
こ
と
な
ど
が
特
色
で
あ

る
。天

気
予
報
も
美
川
村
に
は
合
わ
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
松
山
よ

り
も
高
知
の
方
に
近
い
。

第
四
節

生

物

一
、
動

物

野
生
動
物

上
黒
岩
遺
跡
か
ら
、
人
骨
の
ほ
か
、
犬
・
シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
・
タ
ヌ
キ
・
サ
ル
・
ア
ナ
グ
マ
・
テ
ン
・
ネ
ズ
ミ
・
モ
グ

ラ
・
ヒ
ギ
ガ
エ
ル
・
鳥
類
な
ど
の
骨
が
多
く
発
見
さ
れ
、
一
万
年
以

上
前
か
ら
こ
の
付
近
に
、
こ
れ
ら
の
動
物
が
棲
息
し
て
い
た
こ
と
が

然

考
え
ら
れ
る
。

第1章 自

ま
た
、
七
鳥
・
猿
渡
・
猿
遊
・
猿
楽
な
ど
の
地
名
か
ら
も
美
川
村

は
鳥
獣
の
棲
息
地
と
し
て
適
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
時
に
い

の
し
し
や
野
う
さ
ぎ
が
出
て
、
畑
作
物
や
杉
・
桧
の
若
木
を
書
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
植
林
に
よ
っ
て
棲
息
地
が
せ
ば
め
ら
れ
、
飼
料
と

な
る
植
物
の
減
少
と
、
ハ
ン
タ
ー
の
乱
獲
に
よ
っ
て
野
生
動
物
は
だ

ん
た
ん
す
く
な
く
な
っ
て
い
る
。
野
生
動
物
の
中
で
最
も
大
き
い
の

は
い
の
し
し
で
、
熊
・
鹿
な
ど
は
姿
を
消
し
て
久
し
い
。
た
ぬ
き
・

あ
な
ぐ
ま
も
棲
息
し
て
い
る
が
、
夜
行
性
で
姿
を
見
る
こ
と
は
ま
れ

で
あ
る
。
樹
上
で
生
活
す
る
リ
ス
は
だ
ん
だ
ん
数
が
ふ
え
て
い
る
ら

し
く
、
猿
も
御
三
戸
付
近
ま
で
稀
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
む
さ

さ
び
・
も
も
ん
が
な
ど
も
寺
社
の
森
な
ど
に
棲
み
つ
い
て
い
る
ら
し

い
が
、
ほ
と
ん
ど
姿
を
見
な
い
。
野
う
さ
ぎ
は
野
ね
ず
み
と
共
に
繁

殖
力
が
旺
盛
で
杉
・
桧
の
若
木
に
大
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。

テ
ン
・
イ
タ
チ
・
コ
ウ
モ
リ
な
ど
小
動
物
は
岩
陰
・
洞
穴
・
石
垣
の

穴
な
ど
に
棲
息
し
て
い
る
。

鳥

類

キ
ジ
・
山
鳥
な
ど
植
林
の
増
加
と
共
に
だ
ん
だ
ん
す
く

な
く
な
っ
て
い
る
が
、
休
猟
区
を
設
け
た
り
放
鳥
な
ど
に
よ
り
、
キ

ジ
・
コ
ジ
ュ
ケ
イ
・
山
鳩
な
ど
が
ふ
え
て
い
る
。
雀
・
も
ず
・
目

白
・
し
じ
ゆ
う
が
ら
・
か
わ
ら
ひ
わ
・
ほ
お
じ
ろ
な
ど
は
ど
こ
で
も

よ
く
見
か
け
る
。
と
り
わ
け
春
に
な
る
と
、
早
朝
か
ら
の
う
ぐ
い
す

の
鳴
声
と
、
夕
ぐ
れ
時
の
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
声
は
山
か
ら
谷
へ
、
に

ぎ
や
か
に
展
開
す
る
。
ま
た
夜
に
入
る
と
処
々
に
ふ
く
ろ
う
の
鳴
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
山
道
で
ふ
と
、
「
コ
ツ
コ
ツ
」
と
い
う
音
に

ぶ
り
か
え
る
と
、
木
の
幹
を
つ
つ
い
て
い
る
キ
ッ
ツ
キ
の
姿
を
兄
か
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け
た
り
す
る
。

そ
の
他

川
に
は
渓
流
に
ア
メ
ノ
ウ
オ
が
棲
ん
で
い
る
。
最
近
そ

の
数
は
減
少
し
て
い
る
が
養
殖
に
成
功
し
、
ニ
ジ
マ
ス
・
放
流
ア
ユ

と
共
に
名
産
と
し
て
知
ら
れ
、
解
禁
日
に
は
川
べ
り
は
人
出
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。
イ
ダ
・
ウ
ナ
ギ
・
ハ
ヤ
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
全
域
の

河
川
に
い
る
。
奥
山
の
渓
流
に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
す
ん
で
お

り
、
夏
に
は
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
美
し
い
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
る
。

雑
木
林
に
は
夏
に
な
る
と
エ
ゾ
ゼ
、
、
、
・
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
・
ヒ
グ
ラ

シ
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
・
ス
ズ
メ
パ
テ
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
・
ジ
ガ
バ
チ
な

ど
が
棲
息
し
、
夜
に
な
る
と
清
流
の
あ
た
り
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
す

い
す
い
と
飛
び
交
い
、
ま
た
、
鈴
虫
・
コ
オ
ロ
ギ
の
音
色
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。

ジ
ョ
ロ
グ
モ
・
オ
ニ
グ
モ
・
コ
ガ
ネ
グ
モ
な
ど
ク
モ
の
種
類
も
多

く
、
ゲ
ジ
・
ト
ビ
ス
ム
カ
デ
・
ア
カ
ズ
ム
カ
デ
な
ど
が
時
に
台
所
や

寝
室
に
ま
で
侵
入
す
る
こ
と
が
あ
る
。

家

畜

牛
馬
が
往
年
農
耕
運
搬
の
主
役
を
演
じ
て
い
た
が
、
農

業
の
機
械
化
と
自
動
車
の
普
及
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
農

家
で
わ
ず
か
に
一
、
二
頭
の
肉
牛
を
飼
育
し
て
い
る
現
況
で
、
大
川

嶺
の
カ
ル
ス
ト
台
鞄
を
利
用
し
て
の
大
規
模
な
肉
牛
の
放
牧
が
計
画

せ
ら
れ
て
い
る
。
酪
農
は
輸
送
の
関
係
で
ほ
と
ん
ど
す
す
ん
で
い
な

い
。
豚
の
飼
育
は
輸
送
の
関
係
や
汚
水
処
理
の
問
題
で
あ
ま
り
す
す

ま
ず
、
肉
牛
の
飼
育
を
兼
ね
た
専
業
農
家
が
一
軒
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。

め
ん
羊
は
美
川
の
気
候
に
適
し
な
い
が
、
山
羊
は
粗
飼
料
で
飼
育

で
き
る
こ
と
と
、
傾
斜
地
で
も
充
分
飼
育
で
き
る
の
で
、
自
家
用
に

一
頭
か
二
頭
飼
育
し
て
い
る
家
が
多
く
、
全
村
で
舌
頭
程
飼
育
し
て

い
る
。

に
わ
と
り
は
多
く
の
農
家
が
飼
育
し
て
い
る
が
、
数
羽
か
ら
十
数

羽
の
飼
育
農
家
が
多
く
、
鶏
糞
と
卵
は
自
家
消
費
が
中
心
で
、
余
っ

た
の
を
売
り
出
す
程
度
で
、
専
業
は
一
軒
で
全
村
で
も
一
万
羽
に
み

た
な
い
。

養
蚕
は
本
村
の
主
産
業
の
一
つ
で
、
明
治
四
四
年
、
当
時
仕
七
川

郵
便
局
長
で
あ
っ
た
新
谷
善
三
郎
が
導
入
し
て
以
来
、
現
金
収
入
の

す
く
な
か
っ
た
村
が
?
活
気
に
み
ち
、
産
業
振
興
に
役
立
っ
た
。
戦

後
、
一
時
お
と
ろ
え
た
が
お
ん
じ
土
壌
に
よ
く
桑
が
生
育
す
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
全
村
的
に
二
百
軒
あ
ま
り
の
農
家
が
飼
育
し
て
お
り
、

年
産
四
万
㌔
を
越
え
る
繭
の
収
穫
状
態
が
つ
づ
い
て
い
る
。
西
古
味

に
は
設
備
の
と
と
の
っ
た
稚
蚕
飼
育
所
が
設
け
ら
れ
、
二
輪
ま
で
の
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飼
育
と
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

二
、
植

物

岩
屋
山
か
ら
石
鎚
・
大
川
嶺
に
か
け
て
は
、
愛
媛
の
植
物
の
宝
庫

と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
そ
の
種
類
は
多
く
、
あ
げ
れ
ば
際
限
が
な

い
。
そ
の
珍
し
い
も
の
に
限
っ
て
い
え
ば
、
岩
屋
山
の
ト
チ
ノ
キ
・

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
カ
シ
の
大
木
、
そ
の
樹
下
に
群
生
す
る
イ
ヮ
ヤ
シ

ダ
・
イ
ヨ
ク
ジ
ャ
ク
な
ど
の
シ
ダ
類
に
ト
サ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ま

た
、
岩
壁
に
着
生
す
る
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
・
セ
キ
コ
ク
な
ど
の
ラ
ン
類

が
あ
る
。
ま
た
、
御
三
戸
付
近
で
は
、
石
灰
岩
に
キ
ン
モ
ウ
ワ
ラ

ビ
・
イ
ヌ
ト
ウ
キ
、
河
原
に
は
カ
ワ
ラ
ハ
シ
ノ
キ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

四
国
カ
ル
ス
ト
県
立
自
然
公
園
の
一
部
で
あ
る
大
川
嶺
で
は
、
コ

然

メ
ツ
ツ
ジ
・
ハ
リ
モ
、
、
、
・
イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ
・
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な

木
に
湿
っ
て
マ
ツ
が
あ
る
。

農
作
物
で
は
、
休
耕
田
が
ふ
え
、
生
産
量
が
少
な
く
な
っ
た
と
は

い
え
水
稲
を
第
一
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
に
は
、
大

豆
・
小
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ソ
バ
・
ア
ワ
・
コ
キ
ビ
・
馬
鈴
薯
・

甘
藷
な
ど
で
あ
る
。

工
芸
作
物
の
茶
・
タ
バ
コ
・
桑
園
が
ふ
え
る
反
面
、
、
、
ツ
マ
タ
・
ノ

リ
の
減
少
が
目
立
っ
て
き
た
。

明
神
山
や
大
川
嶺
の
谷
間
に
自
生
す
る
ワ
サ
ビ
と
サ
サ
ユ
リ
も
珍

重
が
ら
れ
、
ウ
ド
や
ヮ
ラ
ビ
と
共
に
初
夏
の
山
に
人
々
を
さ
そ
っ
て

い
る
。

第1章 自

ど
。
中
津
明
神
か
ら
赤
蔵
力
池
に
か
け
て
は
、
コ
メ
ッ
ツ
ジ
・
オ
キ

ナ
グ
サ
・
ア
カ
モ
ノ
な
ど
と
、
ヌ
エ
退
治
の
伝
説
に
ま
つ
わ
る
矢
竹

と
赤
蔵
池
の
ジ
ュ
ン
サ
イ
が
あ
る
。

美
川
の
森
林
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
が
、
ナ

ラ
・
ク
ヌ
ギ
・
ク
リ
・
ケ
ヤ
キ
・
カ
シ
・
カ
ユ
デ
・
ブ
ナ
な
ど
の
雑
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第
二
章

人

文

し
か
し
そ
の
う
ち
五
三
・
七
欝
ま
で
が
農
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て

林
業
の
み
の
従
業
者
は
ご
く
少
く
、
山
林
の
ほ
と
ん
ど
は
農
業
と
の

兼
業
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

10

第
一
節

産

美
川
村
は
地
形
的
に
海
抜
五
〇
〇
㍍
以
上
の
山
地
で
、
土
地
利
用

の
状
況
は
別
表
の
通
り
九
〇
欝
が
山
林
・
原
野
で
、
農
地
は
わ
ず
か

に
四
・
七
欝
で
、
そ
の
う
ち
畑
が
三
欝
、
田
が
一
・
七
黙
と
な
っ
て

お
り
、
純
然
た
る
山
村
型
で
あ
る
。

土地利用の状況

農 地

田

畑

宅 地

一般住宅地
併用住宅地
農家の住宅地

その他の住宅地

山 林 原 野

そ の 他

合 計i 13,502

(注)昭和46年度

て に が 二 も 口 分 っ

い 従 農 欝 互 を 類 て し

る 事 林 ま 九 見 別 産 た
○

し 業 で・て 大 業 が

産業分類別就業者数

国勢調査(注)

第
二
節

人

口

動

態

山
村
と
し
て
の
美
川
村
は
典
型
的
な
過
疎
地
域
と
い
え
る
。
合
併

当
時
九
九
三
一
人
の
人
口
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
半
減
の
状
態
に



あ
る
。
ま
た
年
令
別
人
口
構
成
を
見
る
と
、
二
一
歳
か
ら
三
〇
歳
ま

で
の
中
堅
労
働
年
令
層
が
目
立
っ
て
少
い
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
都
市

部
に
転
出
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
昭
和
四
六
年
の
統
計
に
よ

る
と
県
内
で
は
松
山
に
出
て
い
る
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
れ
に
つ

ぐ
の
が
今
治
・
北
条
で
あ
り
、
県
外
で
は
大
阪
・
愛
知
・
高
知
の
順

と
な
っ
て
い
て
転
出
合
計
二
七
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

い
っ
ほ
う
美
川
村
へ
転
入
し
て
来
た
人
に
は
県
内
で
は
松
山
市
か

ら
三
四
名
、
久
万
町
・
柳
谷
村
各
八
名
が
多
く
、
県
外
で
は
大
阪
か

ら
九
名
、
高
知
か
ら
八
名
、
東
京
か
ら
六
名
な
ど
で
、
転
入
合
計
一

一
二
名
、
し
た
が
っ
て
昭
和
四
六
年
の
美
川
村
の
社
会
的
人
口
減
少

一
五
九
名
と
な
る
。
こ
う
し
た
減
少
傾
向
は
表
の
よ
う
に
、
こ
ゝ
数

年
問
の
傾
向
で
あ
る
。

第2章 人 文

美川村の人口推移

転 入・転 出 (昭和46年)
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年
齢
別
人
口
構
成

美
川
村
の
人
口
を
年
齢
別
・
男
女
別
に
分
け

て
見
る
と
、
だ
い
た
い
社
会
状
態
や
経
済
状
態
が
推
察
で
き
る
。

い
っ
ぽ
ん
に
五
歳
ご
と
に
階
級
区
分
を
す
る
が
、
こ
れ
で
見
る
と
典

型
的
な
農
山
村
型
(
ひ
ょ
う
た
ん
型
)
を
し
て
い
る
。
二
一
歳
か
ら

三
〇
歳
ま
で
の
成
年
層
が
最
も
少
く
、
労
働
力
の
都
市
流
出
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
五
歳
ま
で
の
幼
児
が
非
常
に
少
い
の
は
、
こ
こ
四
、

る
こ
ろ
の
美
川
村
が
案
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
人
口
は
甚
し
い
社
会
変
動

で
も
あ
っ
て
都
市
か
ら
の
U
タ
ー
ン
で
も
行
わ
れ
な
い
限
り
、
減
る

と
も
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
八
一
歳
以
上
の
高
年
齢

層
が
意
外
に
多
い
の
も
実
は
日
本
の
近
年
の
平
均
寿
命
の
高
ま
り
に

符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

12

美川村の年齢別人口構成
(昭和46年4月) 5,350人

五
年
間
の
出
生
率

の
低
下
を
示
し
て

い
る
。
一
一
年
な

い
し
一
五
年
前
の

出
生
率
に
比
し
て

甚
し
く
少
い
の
は

若
い
親
た
ち
の
都

市
転
出
が
、
こ
こ

四
、
五
年
間
特
に

著
し
い
こ
と
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う

が
、
こ
の
少
い
年

齢
層
が
成
人
と
な
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